
 2016年度 和泉委員会 自己点検・評価報告書

基準 １ 理念・目的

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎高等教育機関として大学が追及すべき目
的（建学の精神，教育理念，使命）を踏ま
えて，当該付属機関・委員会の理念・目的
を設定していること。
【約５００字】

　和泉委員会は1968（昭和43）年に設置され，2016年度において48
年間の活動の歴史を持つ。明治大学和泉委員会規程により，和泉
キャンパスにおける教育・研究の充実を設置目的とし，学長の統轄
のもとにあって，「学長，学部教授会その他関係諸機関の諮問」に
応じること，また，「必要と認める事項について調査審議の上，関
係諸機関に建議」することを任務としている。審議事項としては，
「各学部の教養教育科目の連絡及び調整」，「専門科目と教養科目
の関連」，「教室使用計画等」，「学生の指導」，「試験の施
行」，「教育・研究条件の充実及び改善」等に関する事項が掲げら
れている。
　2013年４月１日から，改正規程の施行により，構成員を変更し，
委員会のスリム化を図り，迅速な意思決定が可能となっている。

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに当た
り，責任主体・組織，権限，手続きを明確
にしているか。また，その検証プロセスを
適切に機能させているか。
【約３００字】

　明治大学和泉委員会規程において，和泉キャンパスにおける教
育・研究の充実を設置目的としていることから，理念・目的の適切
性には疑義が生じる余地がない。

　規程には，権限や責
務の条文がないことか
ら，純粋に理念・目的
を遂行しているといえ
る。
　和泉委員会執行部で
ある各学部一般教育主
任により，「各学部の
教養教育科目の連絡及
び調整」を，和泉委員
会内の専門部会である
和泉教育環境整備推進
専門部会により，「教
室使用計画等」を審議
し，和泉キャンパス内
の良好な教育・研究環
境を実現させている。

　和泉委員会の性格
は，規程第２条におい
て「委員会は，学長の
統轄の下に，前条の目
的を達成するため学
長，学部教授会その他
関係諸機関の諮問に応
じ，かつ，必要と認め
る事項について調査審
議の上，関係諸機関に
建議することができ
る。」と規定されてい
る。
　規程には，権限や責
務の条文がなく，現実
として，当委員会の機
関決定に強制力がない
ことから，諮問機関や
調査調整連絡機関とし
ての位置付けと見なさ
れる。
　自己点検・評価の対
象とするのであれば，
その妥当性に疑義が生
じるため，この点を明
確化する必要がある。

　和泉委員会の最大の
効果（意義）は，和泉
キャンパスという環境
下で，学部を超えて教
育等の連携・調整が実
現できていることにあ
る。
　しかしながら，内容
によっては，利益相反
となる課題も間々あ
り，その場合は和泉
キャンパスの特性に配
慮しながら解決を図っ
ている。

　和泉委員会の最大の
効果は，理念に基づ
き，学部の枠を超え
て，和泉キャンパスの
諸課題を検討できる点
にある。
　一方，現状の組織体
制においては，権限を
明確化させ難いという
側面を持ち合してお
り，この矛盾を運用面
でカバーしているのが
現状である。
　なお，全学的な教育
研究組織の検証につい
ては，2007年度より学
長の下に将来構想委員
会が設置され，教育組
織の点検を行ってお
り，この委員会との関
連性を明確にする必要
がある。

　他の学内機関との対
比や，規程についての
検証を行い，委員会と
しての権限の明確化や
条文の整理等が必要で
ある。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目



 2016年度 和泉委員会 自己点検・評価報告書

基準 ２ 教育研究組織

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか

（２）付属機関等の教育研究組織の適切性について，定期的に検証を行っているか

a ●教育研究組織の適切性を検証するにあた
り，責任主体，・組織，権限，手続きを明
確にしているか。

●その検証プロセスを適切に機能させて，
改善に結びつけているか。
【約５００字】

　和泉委員会委員長の下，明治大学和泉委員会規程に則り活動して
いる。
　その結果については，関係機関に具申，提案，相談という形で伝
達するようにしている。

　和泉委員会には，文系６学部代表（一般教育主任を含む）並び
に，主として和泉キャンパスに研究室をもつ教員からなる，学部横
断的な分科会の座長が委員として参加している。分科会は，国語，
英語，独語，仏語，中国語・ロシア語・スペイン語・日本語，人文
科学・社会科学，自然科学・情報，体育学の８分科会において構成
されている。
　分科会は，共通する教育・研究課題について議論し，本委員会に
対して提言を行い，「教育・研究年度計画書」に意見を反映させて
いる。また，副学生部長も委員として参加しており，学生生活全般
に関する情報を共有し，和泉キャンパスにおける学生の福利厚生な
どの環境改善に寄与している。さらに，2013年度から，規程改正に
より，副教務部長と図書館副館長を委員に加え，教育・研究環境の
向上のため，議論を深めている。
　和泉委員会は，主として学部間に共通する時間割編成や施設・設
備の改善などのハード面での改善や調整にあたり，学部間に共通す
る教育内容や方法についての検討が為されている。
　2016年度は和泉委員会を年間６回（４月13日，５月18日，６月15
日，10月５日，11月30日，2016年３月１日）開催し，和泉キャンパ
スにおける教育・研究の充実に努めた。
　この会議に必要な事項については，委員会のもとに専門部会を設
置し適宜検討を進めている。中でも和泉キャンパスにおける授業計
画及び教育・研究のための情報環境整備の充実を図るために設置さ
れた和泉教育環境整備推進専門部会では，恒常的な教室数不足に対
応するため，授業時間割編成に関するルールを策定し，調整を行っ
ている。
　また，2015年度からは，現和泉委員長のもとに，総合的教育改革
検討和泉ワーキンググループを設置し，教育・研究に関する「長
期・中期計画書」策定等について検討を行っている。

a ①教育研究組織の設置状況は理念・目的に
照らし，適切であるか。学術の進展や社会
の要請と教育との適合性について配慮した
ものであるか。
●教育研究組織は，当該大学の理念・目的
を実現するためにふさわしいものである
か。
【約３００字】

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 和泉委員会 自己点検・評価報告書

基準 ４ 教育内容・学位授与方針・成果 ３.教育方法

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか

a ◎教育内容・方法等の改善を図ることを目
的とした，組織的な研修・研究の機会を設
けていること。
【約８００字】

　「明治大学リベラル・アーツ0 フォーラム」を刊行することに
よって，和泉委員会として，和泉キャンパスにおける教育・研究環
境の改善を目指した議論を展開し，各学部等へ情報を提供してい
る。2016年度は，「グローバル時代における教養教育を考える」を
テーマのもと第20号を刊行した。
　また，2016年度は和泉キャンパスにおいて初の試みとなった「One
week キャリアフェスタ」を企画・実施した。このイベントは和泉
キャンパスで学ぶ文系６学部の１・２年生を対象としたもので，卒
業後の進路を早い時期から考えさせるための機会を提供するという
ねらいがある。実施初年度は一定の参加者を集めることができた
が，広報方法等に課題が残ったことから，次回以降は改善を加えて
いく。

「明治大学リベラル・
アーツ フォーラム」
第20号の刊行により，
グローバル時代におけ
る教養教育に関する各
学部の取り組みや今後
の方向性及び課題の共
有化が図られ，意識が
涵養されている。

　和泉フォーラムの開
催や，「明治大学リベ
ラル・アーツ フォー
ラム」の刊行などによ
り，引き続き，和泉委
員会としての「和泉
キャンパスを起点とし
た，今後の明治大学に
おける教育・研究の発
展」に寄与する議論の
場を提供する。

発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価



 2016年度 和泉委員会 自己点検・評価報告書

基準 ７ 教育研究等環境

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）教育研究等環境の整備に関する方針を明確に定めているか

a ●学生の学修，教員の教育研究の環境整備
に関わる方針を，当該大学の理念，目的を
踏まえて，定めているか。

　教養教育において，効果的な教育を行うための，プレゼンテー
ション設備の改修やメンテナンス，教室の設備改善を行う。
　和泉委員会のもとにある和泉教育環境整備推進専門部会におい
て，和泉キャンパスにおける教育研究環境整備に関する方針の明確
化を行い，これに基づく設備改善が実施されている。

　教育の情報化推進本
部長から，和泉委員会
委員長宛ての和泉キャ
ンパス設備整備計画要
望の集約依頼を受け
て，和泉教育環境整備
推進専門部会において
取りまとめたものを回
答することで，教室等
の情報関連施設の新
設・更新が実現してい
る。

（２）十分な校地・校舎および施設・設備を整備しているか。

a ●方針に沿って，施設・設備，機器・備品
を整備し，管理体制や衛生・安全を確保す
る体制を備えているか。

　2016年の教育・研究年度計画書において，「３教育研究棟環境(1)
施設・設備面の整備」の項目を掲げ，新教育棟（仮称）の建設を念
頭にしつつ，キャンパスのバリアフリー化の促進，講師控室の整備
や，安全面に配慮した体育関連施設・設備の整備を要望してきた。
　このほか，学生生活における環境改善として，スチューデントセ
ンターの建設ならびに部室センター整備，ボランティアセンターの
活用，国家試験指導センターとの連携といった学生のキャンパス・
ライフの改善を担当部署の支援という形で実施してきた。
　2016年度は，要望に基づき，体育館サブホール及びスポーツルー
ムＡ（卓球場）への空調設置が実現した。

　電力問題等で先送り
となっていた体育館サ
ブホール及びスポーツ
ルームＡ（卓球場）へ
の空調設置が実現した
ことにより，熱中症予
防等の学生の安全性向
上に寄与している。

　バリアフリー化に配
慮しつつ，和泉新教育
棟（仮称）の設置計画
を早期に検討する。
　2011年５月に理事会
に報告された明治大学
グランドデザイン2020
を指針として，新教育
棟（仮称）の早期建設
に向け，必要な教室規
模，設備等の検討や意
見交換が必要である。

　継続して，学生の安
全のために体育施設の
改善及び機器の更新・
購入等を実施する。

　学生が日常的に使用
する建物，施設，設
備，そして通学路等を
堅固な，そして安心し
て利用できるものとす
るよう努める。

（４）教育研究等を支援する環境や条件は適切に整備されているか

a ●学生の学修，教員の教育研究の環境整備
に関わる方針に沿って，施設・設備，機
器・備品を整備し，管理体制を備えている
か。
●教育研究等環境の適切性を検証するにあ
たり，責任主体，組織，権限，手続きを明
確にし，その検証プロセスを適切に機能さ
せ，改善につなげているか。

　第二校舎及び第三校舎の老朽化への対応や，キャンパスのバリア
フリー化実現のためには，新教育棟建設は急務であることから，可
及的速やかな実現に向けた状況説明や陳情を行った。また，学内の
施設だけに留まらず，大学周辺の環境にも配慮し，施設・設備の整
備と共に，正門前歩道橋の整備要望に係る要望書を提出するなど，
安全上・防災上の観点から働きかけを行っている。

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2016年度 和泉委員会 自己点検・評価報告書

基準 10 内部質保証

現状の説明

当年度・次年度対応
Ｆ列にあれば記述

中長期的対応
Ｆ列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表
していること
【約４００字】

自己点検・評価報告書を作成し，提出している。

（２）内部質保証に関するシステムを整備しているか

a ●内部質保証の方針と手続を明確にしてい
ること。
●内部質保証をつかさどる諸組織（評価結
果を改善）を整備していること
●自己点検・評価の結果が改革・改善につ
ながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●　文部科学省や認証評価機関からの指摘
事項に対応していること
【８００字～１０００字程度】

　評価に関する委員会等の設置（名称，メンバー，年間開催回数）
に関しては，和泉委員会の執行部（各学部一般教育主任）がこれに
当たる。
　諮問にしたがい，自己点検・評価報告書作成し，全学委員会に提
出している。
　和泉キャンパスにおける教育・研究の充実を図ることを目的とし
た和泉キャンパスに課程を置く学部の調整的な機関であることか
ら，学外者の意見は取り入れていない。

　和泉委員会の目的を
確認し，各問題に関す
る共通認識を持って，
和泉キャンパスにおけ
る教育・研究の連携が
図られている。

　委員の努力によっ
て，良好な状態で調
整・連携が図られてい
る。

　和泉委員会のあり方
について，検討し，規
程の見直しが必要であ
る。

　和泉委員会のあるべ
き姿を考えた時に，規
程の改正も含めた整備
が必要となる。
　ただし，現状の役割
が有効性を発揮してい
る限り，権限の強化に
よる軋轢を生じさせる
リスクを回避するとい
う意味で，規程の改正
には，慎重を期する必
要がある。

（３）内部質保証システムを適切に機能させているか

a ●ＰＤＣＡサイクルを回すための，Check
（点検・評価）およびAction（改善）の具
体的内容・工夫

＜参考：以下の事項に関して，関連するも
のについて記述する＞
①組織・個人レベルでの自己点検・評価活
動の充実
②教育研究活動のデータベース化の推進
③学外者の意見の反映　など

　自己点検・評価報告書については，全学委員会に提出し，全学委
員からコメントをもらっている。

　次年度以降の改善事
項として，教育・研究
年度計画書等に反映し
ている。

　点検・評価項目が当
委員会には適合しない
ものが多いものの，委
員会内で相応の組織を
整備し，検討すべきで
ある。

　現在の規程は，権限
があいまいなことによ
り，責任の所在も不明
瞭となっている。この
点を改善することにつ
いて，判断を行う。

　規程整備により，権
限の明確化とともに，
責任を明確化すること
により，内部質保証シ
ステムが確立する。
　ＰＤＣＡサイクルを
回すために規程を整備
するか，和泉委員会の
起源や実効性を重視
し，自己点検・評価対
象からの見直しを行う
かの判断が迫られる。

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

 ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

Ｃ列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点・理由
Ｄ列の現状から記述

改善を要する点・理由
Ｄ列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

Ｅ列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画


